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令和２年度九州大学法学研究院等 

経営諮問会議 御中 

令和３年３月２日 

外部評価委員報告書兼意見書 

外部評価委員   

弁護士羽田野節夫 

 

去る令和２年１２月２３日（水）１０：３０～１７：００開催のオンラ

インによる九州大学法学研究院、法科大学院、法学部等における教育研究

活動等について説明を受けましたので、外部評価委員として感じたままに

意見等を含め以下のとおり報告します。 

記 

１．法曹養成の実績 

（１）九州大学法科大学院の修了者で司法試験に合格した者は、既に４７

９名に昇っていると伺っています。平成２７年から令和２年まで直近６年

間の合格状況は下記の一覧表のとおりです。 

平成２９年度は、合格者数も少なく、且つ全国平均合格率を僅かに下回っ

たが、その後多少回復し、平成３０年度以降全国７３校中の順位も上回っ

ています。 

因みに統計によると令和 2年度の合格者数は、令和元年度より１人上回

り、２１人の合格者となり、受験者数４５人中２１人とあってその合格率

は４６．７％となり、合格率は国立七大学中４番目となっています。 

参考までに国立七大学の合格者と合格率を報告しておきます。 

 

①司法試験の合格状況 九州大学法科大学院 

 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 

司法試験合格者 ４０人 ３６人 １７人 ２９人 ２０人 ２１人 

合格率 ２６．１％ ２８．８％ １９．３％ ３３．３％ ３３・９％ ４６．７％ 

合格率（全国平均） ２１．６％ ２０．７％ ２２．５％ ２４．８％ ２９．１％ ３２．７％ 

７４校中の順位 １１位 ８位 １９位 ９位 １１位 ９位 

平成３０年以降は全国７３校中順位 

 

②国立七大学の比較（令和２年度合格者数） 

 大学名 受験者数 合格者 合格率 

１ 北海道大学 ８８ １９ ２１．６％ 

２ 東北大学 ４９ ２６ ５３．１％ 

３ 東京大学 ２１２ １２６ ５９．４％ 

４ 名古屋大学 ５７ ２３ ４０．４％ 

５ 京都大学 １８５ １０７ ５７．８％ 

６ 大阪大学 ９０ ３４ ３７．８％ 

７ 九州大学 ４５ ２１ ４６．７％ 
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（２）近年、九州大学法科大学院は、募集人員を減少し、少数精鋭主義で

それなりの高い実績を上げていますのでそれなりに評価されます。 

又、令和２年度の合格者２１人の中で、既修者は１７人で未修者が１

７人受験中４人が合格していることが公報により明らかとなっており、

九大法科大学院の教育の充実振りが看取されます。 

（３）只、惜しまれるのは、令和２年度中、短答式合格者が３８人（合格

率８４％）もいながら最終合格者は２１人となり、残る１７人の不合格

者を次年度に合格させるための方策が検討されているのかが危ぶまれ

ます。九大法学部同窓会や、九大法科大学院の卒業生が法科大学院卒業

生で且つ司法試験受験資格（法科大学院修了５年以内の者は５年間受験

資格がある）有る者に対して受験指導する機会や仕組を作り、更なる合

格率アップに繋げたいと痛感した次第です。 

２．法学部・法学研究院その他について 

（１）早期卒業制度 

九州大学法科大学院既修者コースへの進学を希望する学生に限って

３年で学部を卒業できる早期卒業制度が２～３年前に創設されたと伺

っていますが、この制度によって早期に法科大学院に進級した学生の司

法試験結果が気になるところです。 

（２）法学部学生の法科大学院への進級割合 

九大法科大学院出身者の司法試験合格者は先述の資料で明らかとな

っていますが、九大法学部から毎年九大法科大学院にどの位の人数が進

学しているのでしょうか？そして現在の法科大学院の現役の学生の数

のうち九大法学部出身者が、既修コース、未修コースで各々何人存在す

るのかも統計上明らかにして下されば幸いです。九州大学法学部出身者

として、後輩達に是非共、法曹となって欲しいと思う次第です。 

（３）その他の研究活動について 

九州大学法学研究院において、大学院の教育、研究のグローバル化と

して、「グローバルローヤー育成の取り組み」を２０数年に渡り続け、

先進的役割りを果たされていることに脱帽する思いです。 

取り分け、福岡県弁護士会の国際委員会委員長を勤める私にとって毎

年恒例のＹＬＰプログラムは、楽しみの一つです。東南アジアの留学生

を迎え入れ、海外のネットワーク作りができています。 

ＹＬＰ留学生で私の事務所にて研修して呉れたカンボジアの２人の

青年とは、その後も私的な交流が続き４年程前カンボジアに旅行した際

は、現地で大歓迎を受けました。本法学研究院の活動が地中に深く根付

いているものと実感致しております。 

３．オンライン授業の傍聴 

九州大学の学生にとって、令和２年度は古今未曾有のコロナ禍により、

通常の授業もままならず、オンライン授業を拝聴させて戴きましたが、

電波等の不具合もあり、充分な傍聴ができませんでした。しかし学生達

の熱心さに心を打たれ、早くコロナ禍が収束し、正常な授業が復活する

ことを心から希うばかりです。 

以上 


